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-剣道スポーツ少年団「道場聞き」

1月7自の朝、市剣道スポーツ少年間

の「i立川i聞き」が市民体育館て'あり、 l折や

JJr~J などの JSJi兵をつけた豆剣士約60 人が、

竹刀を予に 2人一級になってffを流しま

したo Q後i立、みんな楽しみにしていた

おしるこ会。 rおいし ~'J を)!li発しなが

ら、 Uに4まおIまっていました.

市民と市長のEl 2月1臼(村'r前9時から正ギまで、市役所3階Hi.ff重で行います。お気事長ーにどうぞ.



市
長
提
案
説
明

川
西
小
校
舎

早
期
着
工
~ 

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
」
事
業
盛
り
込
む

十
二
月
市
議
会
定
例
会
ガ
昨
年
十
二
月
五
日
か
ら
二
十

日
ま
で
、
十
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
今
回
は
、

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
、
平
成
元
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
遊
山
手
公
報
の
発
行
巳
関
す
る
条
例
制

定
、
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
四
十
三
議
案
ガ
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
・
象
認
さ
れ
ま
し
だ
。
初
日
の
市
長
提
案
説

明
の
婆
旨
と
決
ま
つ
だ
主
な
内
容
巳
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

団
で
は
、
現
在
、
通
過
す
る
地
区
で

名
強
調
査
を
災
施
し
て
い
ま
す
。
地

問
削
の
把
握
で
は
、
お
お
む
ね
十
七
本

の
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
太
郎

山
ト
ン
ネ
ル
入
口
(
山
口
)
の
ポ
ー

リ
ン
グ
も
済
ま
せ
、
技
術
検
討
の
報

告
占
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま

市
畏
提
案
説
明

交
通
網
の
整
備

マ
上
信
越
自
動
車
道

日
本
道
路
公

す
固
ま
た
、
関
係
地
区
で
は
、
設
計

協
議
用
図
面
(
昨
年
六
月
提
示
)
を

必
に
、
地
区
内
の
前
官
製
事
項
の
粗
削
附
設

や
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
、
近

く
設
汁
協
議
に
入
れ
る
よ
う
な
段
取

り
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
北
陸
新
齢
幹
線
開
述
記
事
凶
・
五

ペ
ー
ジ
に
。

マ
上
回
・
篠
ノ
弁
バ
イ
パ
ス

国
の

第
十
次
道
路
技
術
五
か
年
計
聞
に
よ

リ
見
通
し
が
一
万
さ
れ
、
域
協
効
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
け
十

期
都
市
計
踊
決
定
に
よ
り
建
設
治
手

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

上
回
リ
サ
ー
チ
パ
l
ク

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
闘
の
中
核

事
業
で
あ
る
上
回
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク。

地
元
と
の
設
計
協
議
も
終
え
、
間
叫
花

山
府
に
お
い
て
早
期
に
工
事
発
注
の
巡

ぴ
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
急
ピ
ッ

チ
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

※
以
上
交
通
網
の
舵
配
備
、
上
問
リ
サ

ー
チ
バ
|
ク
に
つ
い
て
は
、
前
号
の

「
広
報
」
四

・
五
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照

く
ど
さ
い
。

中
心
商
底
街
の
活
性
化

中
心
繭
広
街
の
前
怜
化
、
近
代
化

が
府
開
業
掻
輿
の
課
題
に
。
梅
野
町
で

は
、
民
間
活
力
に
よ
る
総
A
n
的
な
ま

ち
づ
く
リ
め
第
一
歩
と
し
て
、
ポ
ケ

ッ
ト
パ

ー
ク
の
雄
設
、
舗
道
の
カ
ラ

l
化
な
ど
・
両
府
街
の
縦
波
終
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
町
商

府
街
で
は
、
川
派
中
小
企
業
総
合
指
導

所
の
訓
岡
市
川
街
診
断
を
受
け
、
断
府
街

活
性
化
北
本
構
想
と
側
別
印
刷
舗
の
経

営
カ
鋭
化
が
捻
議
さ
れ
て
い
ま
す
・

市
と
し
て
も
、
立
派
な
隣
府
街
が
で

き
、
活
性
化
で
き
る
よ
う
で
き
得
る

限
り
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
々

え
て
い
ま
す

農
業
の
振
興

終
業
附
常
常
的
排
水
事
業
を
仁
古
岡
地

区
で
、
新
山
肱
業
構
造
改
殺
事
業
を
神

E

務

調
事

グ

事
ン

エ

リ

)

悶
一

籍

上

ボ

地

図

る

減

公

よ

殿

路

に

(

道

所

査

科
、
泉
問
地
区
で
笑
他
。
お
士
山
の

東
山
地
区
で
は
、
燥
地
開
発
利
用
促

進
事
業
を
総
行
し
、
中
?
蛇
情
的
mm
い
手

段
家
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
上

回
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
の
代
毅
州
民
地
を

俄
保
す
る
た
め
、

二
七
加
余
わ
燥
地

造
成
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

[2) 1. 16 広報うえだ2.

川
西
小
校
舎
の
復
旧

早
期
治
工
に
向
け
機
備
を
進
め
、

予
成
二
年
度
三
学
期
か
ら
佼
業
が
で

き
る
よ
う
校
令
の
鐙
訟
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
再
建
す
る
校
舎
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
泣
り
三
階
怨
て
で
、

多
目
的
教
室
、
議
波
数
袋
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
室
な
ど
を
配
澄
し
、
教
育

例
制
境
の
充
実
を
悶
り
ま
す
。

12月市議会で決まった元年度予算

補正予算額

一般会計 81意3，438万9千円

特別会計 4，414万8千円

予 算 総 韻

一 般 会計 252僚8，197万6千円

特別会計 126億人936万7千円

(特別会計には夜|淀事業も含む)



石
井
光
.
さ
ん
(
大
手
町
、
眼
科

阪
)
か
ら
の
ご
得
付
(
行
三
ト
万
円
)

に
よ
る
H
W
A
恨
の
制
の
改
ぽ
で
す
二

れ
に
よ
リ
、
総
制
は
附
子
ニ，

n・L凡
卜

万
円
に
.

条
例
の
制
定
・
改
正

-
選
惨
公
績
の
発
行
に
関
す
る
条
例

の
制
定

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
リ
、
選

挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て
必
要
な
ぶ

項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。
今

度
行
わ
れ
る
市
議
会
議
日
や
市
長
の

選
挙
か
ら
滋
や
公
械
を
発
行
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
.

-
点
駅
事
情
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

一般会計補正予算

舎固め主恕使νみち

意

見

書

単
町
、

4
咋

j
j
v
 

マ
『
日
本
の
出
棉
仙
悼
の
削
除
必
を
求
め
る

抑
制
」
内
山
犬
山怖
に
叫
す
る
必
見
H
T

教
育
委
員
に

柳
沢
暢
宏
さ
ん

次
の
広
口
比
品
川
U

が
今
回
の
溌
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た

マ
北
此
附
叫
相
川
W
織
の
物
件
似
以
北
小
酬
明

山
叫
ぷ

mEに
附
す
る
-H
品
川
品
必

マ
伝
学
助
成
の
光
引
列
強
化

ι関
す
る

-.l]W~量・
・社会福祉協議会で行う「初制1.ボランティアま

ちづくりフォローアップ小業J への助成

・・53万悶

・肉粉者紙社センター陶芸JoIJ'j民会tがめ従事庁

・・・75万円

-司~
・合iJf¥処理星浄化槽設ほ・j壬撲の制|似iJ'¥It.・1.750万Pl

-・・以111地区ライスセンタ-~:，~ {iijj ')1. f:;・に刻するJl)J

l占t.......・・・・・・・・・・…・・・・・……・・…・・・・・・ 6，367万円

u 
に十
柳二
y"{ n 
附?3iz
.ぷ1例
き r)j
ん l泌
が会
、て'

~j 
li凝教
会 ft
の委

-祖国亘~
.rクリーンシティ上回J 併殺として、 集金の羽j

子を光当し、市内自紘きjJbりに樹木のプラン

ターをi設従ー・ぃ…-………………・・…・ 730万円.rふれあいの処J強{1iI!必業(胤111'1互にポケ γ ト

~~ーク戦術およびふれあいの屯公開用地取得)

・・II怠2，250万円

・ゆ肝IUT;t:ケ γ ト パーク給付I1 ・h ~誌に対する助成

( flrj.lJ!t町商庖街振興組介で.iI・1111I)・一 800万問

マ
\'~ J 

R 
の
，労

務
l改
縦

関
す
る
意
見

同
立
を
件
て
任
命
{
新
)
さ
れ
ま
し

た
・
任
期
は
四
年
。
前
伝
の
長
会
義

雄
さ
ん
に
は
長
い
間
お
勤
め
さ
れ
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

随
時
鹿
:
・
小
稲
聞
大
学
商
学
部
卒
業
、

神
戸
新
聞
牝
件
淀
川
附
勤
務
、
攻
作
は

k
m巡
送
附
取
締
役
、
印
刷
れ
A
U
山
叩
附

叫

h
b党
役
、
川
氏
川
川
剛
氏
易
協
同
組
合
縄

市け民

-~誼.
・111同小学校校舎建設事業(l2月米完成予定、

f此務負卯行為).....・H ・……… (51窓3，713万円)

・ 卜..IIIrlii育英会交付金…...・H ・..…… 1，000万同

-E温組担・

・i滋栄公平a発行事業 (rll1b猛挙、市議会議只術

欠巡き詳の選挙公報発行)…・.....…......102万円

・小包電光文字放送システムを市役所1階ロピ

ーにd笠置・・・・・・・・・…...........・・・・・…・・・・・・・・・16万円

上田市長 選 挙

上田市議会議員補欠選挙

投環日は3月18日

手れし‘怠選司~--r住みよし‘上回
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北陸新幹線

ルート概要

昭
和
六
十
三
年
八
月
、
北
陸

・
東
北
お
よ

び
九
州
(
鹿
児
島
ル
ー
ト
)
新
斡
線
の
鷲
エ

優
先
順
位
が
決
ま
り
、
北
陸
新
幹
線
の
高
崎

i
長
野
聞
が
第
一
位
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
高
崎
1
軽
井
沢
聞
の
建
設
が
始
ま

り
、
六
年
後
の
完
成
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き

北
陸
新
幹
線

ま
し
た
。一

方
、
軽
井
沢

1
長
野
聞
は
、
平
成

一一
一
年
八
月
ま
で
に
具
体
的
建
設
の
結
論
が
出

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
年
は
一
九
九
八
年
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
決
定
し
ま
す
。

二
の
た
め
に
も
、

一
日
も
平
く
フ
ル
規
絡
の

新
幹
線
の
実
現
が
望
ま
れ
ま
す
。

軽
井
沢
で
ト
ン
、
あ
W
工
事
始
ま
る

[4] 

トンネルの調査が進む戸倉試験坑

二
十
布
余
年
に
も
お
よ
ぶ
沿
紛
住
民
の
依
願
で
あ

っ
た
北
陸
新
斡
総
の
怨
設
は
、
山
崎
1
維
持
沢
附
の

一
平
成
元
年
波
本
格
山
れ
わ
工
が
決
定
し
.
昨
年
八
月
に
は

健
作
川
町
で
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
十
二
月

に
は
、
機
氷
峠
ト
ン
ネ
ル
商
工
事
に
茄
手
し
、
六
年

後
の
開
通
を
目
指
し
て
山
町
内
初
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
・
こ
れ
に
よ
り
、
全
線
開
泌
に
向
け
て
、
大
き
な

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

広報うえだ2.1. 16 

整
備
新
幹
線
と
は

金
悶
新
幹
線
鉄
道
妓
備
法
(
昭
和
四
十
五
年
)
に

よ
り
、
主
な
区
間
を
時
速
二
百
キ
ロ
行
以
上
の
速
度

で
走
る
幹
線
鉄
道
で
す
。
税
荘
、
営
業
し
て
い
る
各

新
怜
紋
(
米
海
道
、
山
陽
、
東
北
、
上
越
)
と
同
ヒ

フ
ル
規
絡
に
よ
る
新
幹
線
で
、
北
海
滋
、
京
北

(雌

附
以
北
)、
北
陸
、
九
州
(鹿
児
山
崎
ル
1
ト
)、
九
州
(長

崎
ル

1
卜
)
の

.4
線
を
い
い
ま
す
。

そ
の
っ
ち
、
工
事
築
地
計
画
の
認
可
申
品
川
が
す
で

に
出
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
三
線
で
す
。
①
北
陸

新
幹
線

(高
崎
1
小
松
問
)
三

M
七
十
二
キ
ロ
灯
、

②
東
北
新
伶
線

(
帰
問
1
背
森
問
)
百
七
十
五
キ
ロ

灯
、
③
九
州
新
幹
線

(鹿
児
向
ル
ー
ト

1
博
多

1
酋

鹿
児
向
間
)
二
百
四
十
九
キ
ロ

μ
。

一
日
行
動
閣
が
大
幅
に
拡
大

北
隣
新
品
計
線
は
、
東
京
i
大
阪
間
約
六
百
九
十
キ

ロ
れ
の

ル
l
ト
上
に
中
部
日
本
の
・
中
核
都
市
を
結
び
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速度比 較

里担里

・・ー
フル規格新鮮線 260km/h

三三三二ふ

正司
特急rあさま号J 120km/h 

E E 

-建設型軽…全体2，009億円 (62年 4月価格)

・鷲工区間・・・高l崎ー軽舛i尺問、 42km

-建政方式・一線準軌新線(フル規絡)

・建設資負鑓区分・・・線路昔日 (J R 50%、国40%、

地域10%)。駅部など(J R 50%、国25%、 地

域 25%)

・工 期 … 約 6年

高崎~軽井沢聞の工事概要

建設までの主な経過 | 

身近になるホ首都圏.と‘近畿圏、

昭和・・・

47~手 6 月・基本書十耐の決定

O~京'・大阪間 690km )

48年 11月・護備計画の決定(運輸大箆より建

肢の指示)

57:<手3月・駅、ルートの概要公表

(高崎ー武生間 440km)

57:<手12月・環境影響併価報告書案公表

(首都崎ー小松問 372km)

63~ 8月・護備新幹線情工の優先順位決定

(第 l伎に北陸新幹線・高崎一長

野間)

平成・・・

元年 1 月・整備新射線加工の決定(高~崎『軽

井沢問、平成元年度本格着ヱ)

元年 8月・北陸新華字純(篤111奇ー緑井沢問)建

設工療の起エ式

元年12月・北陣新華字織の長野県内初工事(碓

氷峠トンネル商工事)安全祈願祭 上田駅から全国各地までの到着時間(予想)

ま
す
ま
た
、
同
線
は
輸
送
量
が
飽
和
状
態
に
近
づ

き
つ
つ
あ
る
米
海
道
街
幹
線
の
バ
イ
パ
ス
機
能
も
備

え
た
大
動
脈
で
す
.

北
附
新
幹
線
の
特
徴
は

i
l①
本
州
中
央
部
に
新

怜
線
開
状
制
全
形
成
し
、
地
城
の
活
性
化
を
凶
り
ま

・
1
@
大
都
市
集
中
的
結
託
、
多
係
分
散
引
の
山
川
・
ぶ

形
成
に
大

3
な
効
附
取
を
持
ち
ま
す
.
③
品
川
白
的
な
観

光
谷
を
um
リ
起
こ
し
、
観
光
開
党
を
従
巡
し
ま
す
.

@
点
以

・
大
阪
な
ど
の
人
郎
市
倒
と
れ
結
し
、
一

u

行
動
凶
を
大
脳
に
拡
大
し
ま
す
.
@
川
剛
氏
め

mvで
あ

る
『
冬
ヂ
オ
リ
ン
ビ

y
ク
』
の
成
功
に
不
可
欠
な
同

山
本
的
プ
ロ
ジ
具
ク
ト
で
す

軽
弁
沢

i
長
野
間

フ
ル
規
格
で
早
期
着
工
を

昭
和
刊
六
十
三
年
八
月
、
繋
備
三
線
の
着
工
優
先
順

位
が
決
ま
リ
、
山
地
設
崎
氏
、
需
要
予
測
な
ど
総
合
的
に

勘
案
し
、
収
支
線
算
性
に
段
も
優
れ
た
北
陸
新
幹
線

の
お
崎
1
長
野
聞
が
第
一
位
に
決
ま
り
ま
し
た
@
こ

の
う
ち
、
高
崎
i
粍
井
沢
聞
は
標
徐
軌
新
線
(
フ
ル

泌
物
}
に
よ
り
、
前
山
庄
内
と
お
リ
ギ
成
元
年
度
か
ら

佐川町叫に山
VM
予
し
ま
し
た

叫
川
井
沢
1
H
K
野
聞
に
つ
い
て
は
、
冬
字
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
閉
山
w
池
間
四
な
ど
々
糊
し
て
、
平
成
三
年
八

川
ま
で
に
H
H
体
的
他
校
総
治
が
出
る
予
定
で
す
。
こ

の
ば
れ
聞
が
、
核
陥
叫
川
州
ど
お
り
の
緑
地
軌
新
総
で
い

則
に
活
工
し
、
向
的
l
幹
件
以
聞
と
同
時
開
業
で
き

る
よ
う
.
川
町
を
は
じ
め
以
内
沿
線
白
H
治
体
、
経
済
団

体
な
ど
と
と
も
に
、
今
後
い
っ
そ
う
の
挫
設
促
進
巡

動
を
進
め
ま
す
の
で
、
ご
剛
也
卸
跡
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

[5] 1. 16 広報うえだ2.



企
健
康
メ
モ

適

を
ゆ
っ
く
り
:
・

ー
酒
と
上
手
に
つ
き
合
う
l

新
春
を
迎
え
、
酒
を
猷
む
機
会
ガ

ひ
と
き
わ
多
い
こ
の
ご
ろ
。
酒
は
、

一
日
の
山
と
体
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
て

く
れ
、
食
事
を
お
い
し
く
進
め
る
働

ぎ
ガ
あ
り
ま
す
。
親
し
い
友
人
や
家

族
と
酎
み
受
わ
す
酒
は
ス
ト
レ
ス
解

消
、
明
日
の
活
力
の
一冗
巴
も
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
猷
み
万
巳
よ
っ
て
は

「
百
獲
の
長
」
ガ
体
を
犠
す
原
因
に

も
。
今
回
は
酒
と
上
手
巳
つ
き
合
う

方
法
巳
つ
い
て
。

無
理
に
勧
め
な
い

術
を
飲
み
過
ぎ
る
と
、
肝
械
を
無

砲
に
働
か
せ
、
た
い
へ
ん
れ
仰
を
か

け
て
し
ま
い
ま
す
綱
を
飲
む
と
す

ぐ
眠
く
な
る
人
は
.
肝
肢
が
こ
れ
以

上
「
働
か
せ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
A
n

図
を
滋
っ
て
い
る
の
で
す
、
よ
く
、

宴
会
な
ど
で
限
り
か
け
た
人
を
起
こ

し
て
、
械
を
勧
め
る
場
而
聞
を
見
か
け

ま
す
が
、
相
手
の
休
の
こ
と
を
考
え

て
、
無
理
に
勧
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
.

肝
臓
に
負
州
を
か
け
な
い
坑
の
目

安
と
し
て
、
一

般
的
に
日
本
橋
な
ら

二
A
n
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
の

水
制
リ
ニ
脈
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
ぴ
ん

二
本
く
ら
い
ま
で
と
J
わ
れ
て
い
ま

す・飲
む
前
に
必
ず
食
べ
る

叫引
を
い
ね
い
し
く
飲
む
た
め
に
、
わ

ざ
わ
ざ
岐
を
「
か
せ
て
‘
グ

γ
と
飲

む
人
が
い
ま
す
。
で
も
、
空
腹
時
に

飲
む
と
、
円
の
・中
を
此
ら
し
、
肝
臓

へ
の
ぬ
他
も
大
き
〈
な
り
ま
す
.
飲

む
的
に
必
ず
何
か
食
べ
て
、
ゆ
っ
く

り
飲
み
た
い
ら
勺
チ
ー
ズ
な
ど
乳

路

清

掃

に

製
品
が
日
以
泊
で
し
ょ
う
・
そ

-7す
る

と

.
Wを
山
す
リ
.
ア
ル
コ
ー
ル
の
峨

ご

協

力

を

収
a
u
ゆ
『
〈
リ
に
な
リ
、
肝
臓
'
U
随

一

路

粉

し

ん

を

な

く

す

た

め

.

市

内
な
〈
働
い
て
く
れ
ま
十
.

町

本
必
や
川
町
は
人
泌
り
の
多
い
市

削
の
さ
か
な
一に
は
、
肝
来
を
た
司

一

や
品
枠
制
服
巡
助
町
会
』
小
心
に
、
消
M

ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う
.
£
た
、
昨
験

一

よ
る
道
路
川
掃
を
行
っ
て
い
ま

の
働
与
を
よ
く
す
る
卵
、
品
川
、

.u問
一

‘
的
材
中
の
作
業
が
で
さ
る
滋

な
ど
の
大
以
川
R
H
州

、

海

伏

期

が

お

納

一

限

ら

れ

て

い

ま

す

.

こ

う

し

た

め
で
き
ま
す

一

の
な
か

.
n治
会
、
謝
脱
会
な

ア
ル
コ
ー
ル
皮
の
幼
い
柄
は
、
川
口

一

城
ぐ
る
み
で
の
円
主
的
な
道
路

的
中
を
旋
ら
し
ま
す
お
刑
問
、
水
、

一

泊
紛
が
災
峠
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
磁

お
茶
な
ど
で
薄
め
て
飲
み
ま
し
ょ
う
。

一

古
が
少
な
い
よ
附
市
で
は
、
怜
線
的
に
参
加
し
て
粉
し
ん
被
川
口
を
減
ら

一
道
路
の
訴
は
す
ぐ
に
溶
け
て
し
ま
い
‘
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

週

に

二

回
「
休
肝
日
」

一
線
雪
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
・
※
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
織

一

し
か
し
、
生
精
道
路
で
は
雪
が
践
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

一
週
間
に
二
日
間
、
特
に
深
酒
し
一
っ
た
リ
、
凍
結
し
て
脱
ス
パ
イ
ク
の

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
筏
諜
{
内

た
あ
と
に
、
で
き
れ
ば
続
け
て
二
口

一
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
線
1
3
8
9
)

「
休
肝
8
」
を
努
め
て
っ
く
り
ま
し

一
道
路
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
訴
と
し
た
り
、

ょ
う
.
問
、
肝
服
、
叫
が
休
ま
り
、
一

チ
品

|
ン
を
つ
け
る
な
ど
ド
ラ
イ
バ

被
れ
が
回
復
し
ま
す
.

一

l
n身
が
ず
く
を
だ
す
の
は
も
ち
ろ

内H
分
の
浦
地
裁
を
知
っ
て
、
円
分
の

…
ん
で
す
が
、

市川内
皆
さ
ん
の
ご
協
力

ペ
l
ス
で
ゆ
っ
く
り
飲
み
、
決
し
て

一
が
必
艇
で
す
。
み
ん
な
で
ず
く
を
だ

人

γ
無
政
に
細
川
を
納
め
な
い
よ
う
に
P

一
し
、
内
川
宅
や
が
来
品
川
綱
川
似
の
JW
か
さ

お
山
内
一
い
の
体
今
大
切
に
し
A
H
っ
て
、

一
を
し
、
ス
パ
イ
ク
な
し
で
も
安
心
し

従
し
く
柄
と
つ

S
あ
い
た
い
む
の
で
一
て
走
れ
る
地
防
づ
く
リ
を
し
ま
し
ょ

-m

・内，
一
な
お
、
追
加
附
へ
の
勺
の
投
げ
総
て

一
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
お
刷
い

四
し
ま
す
。

[6] 広緩うえだ2.守.16 
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軽自動車税
-納税するかたは

事111動小4廷は、 /lt:年 4JJ 1 I1JJL (1氏、!反動俄f寸自

転 '1(('{イク)、 'UI動w、小刑判妹nthllt(トラ

クタ.ガーテ'ンなど}むよぴ二紛の小守11'1動lIiを

所有(党U>されているかたに納めていただきま

す.

総官fiI主1-"災のとおりでずが、 IHiJ)'li似とj!ilって

) J ;tfIJ iI~~縦はなく、年総省:(( となります.

・納期と納税方法

1fJ '1、 511.:.1、11ーまでに併合融機|則へ l川被納めて

いただ与ま す(5 ) J 1011から1511ごろーまでに納付

i~}が~ê;~~ U ますん

~.お、 1: 111 iれには納税制l;';-があリますので、純

子':-Hのかたは、*Il{i"fミさんへ納めて〈ださい.

また、納税の下1111が符けるI.l('ji似件:1，'11変もあり

ま寸・ので、 ・・flllIJ<ドきい，

-手続きをきちんと/

軽n重1J!Jtなどをtr"件したリ、鹿市ゃれ義変u!を

するときは、ド2，，'ニよ勺て下絞るをして〈ださい.

その場合、速やかに 11lい手続与をしていただか

ないと、 i( i的行IÞJ~か ，lT 11.さiL・r、減械のトラブル

カれたしま j・0

1t主i丘、 r，1~ J(I.のr- ì批 ~~ 彬(んどのt ・ 1 、 Iぶ人(:

1ドを“nったのに J、~t IIIII(の納似通~II のな (-'7う、く

る、という IIIJ、、fTわけベ'九ιwカ「多くあリ t寸o f' 

絞去をしないと、このようにい勺までも税金がか

かリます.守5.包.手続きをしてくたzt子、・.

いつまでも絞ってお〈と、1((や出入がfi')j不 明

になったリ、収的所イ1・n・が死亡されたリして下続

きがで~な<なったりします.そのほかに、続金

または交通)Ji位、犯ji11.などでたいへんi率~をよう

むること，.念リ:i~，_ . 
t>問い合わせ 'di 1込悦出{内線1286) 

軽自動車などの手続き

樋:Jt

市役所(市民税限)I 
}で手続きをする車種

纏田支所・川西支所 j

原 園 地 被付自転車 小型特殊自動車

u自動車伐蛮協会 i
~~で手続8fkする湾Ul

陰湿支局 l

u 。画角 尊王

Î"__，.......I 125cc Iミニカー| 体問 |込用 |ご 愉| 問繍貨物|臨終~ffl
区分 150cc以下190cc以下II.~，";.~ I/~:::.:: I ¥ I 耕用その他I;::A~ ~ ' ....:.~I E. ~II:'"'":::I 

二舗の

小型

自動車

(110c口組)I ""V"''V~ ' I以 J(三鎗以上)1 市町、引 1 (2Itl:c以下)1一 内政問 11)~ 11I 

年税稲 1. ̂̂ ^ 1 '^^^ 1 量日̂ 1 ̂ ~^^ 1 . ̂̂^ 1 '"^^ 1 ̂ 山内 1 ‘・̂^ . ̂̂ ^ 1 崎山内 4，000 {阿) I '1 vvu I " ，"uv I I I UVV I "'， oJ¥lU I ・，¥，1，，"1¥，1 I ~ ， IVV &..'，叩U 0.1;・vv 勺 uuu 片山

(tJ印jI
(VI京勧銀付自転車申告確w・または11渡証明書

①印鑑

三F~~'p4111¥番号(ナンバープレート}

名変1(り印 鑑

c璽I(む回沼恒明・(双方の印鑑が必要}
続ド=1:-一一一

結 10)1:0 i昆
ろ I(~前住所地の、相lllil番号{ナンバープレート}か皮革誌明・
~ 1(116隊責保険証

-i l ゆZE名、.台番号のii~できるもの

等|ぜ 10 盗11に湿ったとき(~、ヨ[a.、書察署と命役所へ属Itて〈
1ゴさい.

の Io 11m..号(ナンバープレー争)Jを亡失、iA傷等したときは

青島 l 印鑑をf害事Fのうえ溝交付の...をしてください. (ナン

目 パーの弁償料 150向かかります.)

{ア] 広務うえt:!2.1. 16 

u自動車の手続~I立、下記で代行してま去りま

ず

長野県白iS:用自動車協会上小支部

よ田市大字住吉田容地

TEL23 18'75 
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~IIJ公代館による f. ども ?j~ 抑的大会が 1 月 5

日‘ I寸断て・聞かれました.Ij'J}{1U小児宜1- 6年

~1 ~ 14 人が$加.今年的大会な.pを採iし<~いても

らおうと余曲したもので‘部をl&tる児窓たちの傾

I:Ui仰jそのむの.「よいイ・Jr冷却の'tFJなど、そ

れぞ'tU之~~.作品がのけました.

A
元
気
に
完
走
「
初
マ
ラ
ソ
ン
」

札
制
白
刊
を
迎
え
た
一
川
一

日
の
側
、
北
大
チ
の

小
小
小
.
約
二
十
人
が
し
し
川
公
川
で
い
例
的
「

e

川

口
マ
ラ
ソ
ン
」
合
行
い
ま

L
h
h
制
作
の
す
が

す
が
し
い
官
公
か
い
川
町
い
作
が
・
り
、
九
ー
は
が
約
一
一

J
e記
た
・

L
U

か
い
は
、

け!川明
t
A
川
山
山
ル
』
校

勺
て
か
ら
砂
川
し
た
，
T
Y
J
u
-
-
U
い
J

み
し
た
・

。ι柑

4

司
縁
起
物
だ
、
買
っ
て
き
な

l
/

『
さ
あ
.
公
〈
づ
る
よ
」
と
か
け
戸
が
ぬ

び
か
い
ま
す
.
一
月
じ
川
、
八
日
に
聞
か
れ

た
い
混
同
分
守
の
八
日
常
U

刊
行
で
す
今
年

は
人
山
山
も
多
く
、
成
内
は
鯨
起
物
の
ダ
ル
マ

や
帥
眼
底
公
な
ど
の
引
郎
防
で
ぎ
っ
し
り
・
b

平
等

の
名
に
白
米
の
あ
る
漣
符
「
山
間
氏
将
米
』
も

飛
ぶ
よ
、
?
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

(8) 1. 16 

交

通

安

全

こ
の
一
年

事
叡
防
立
は

ま
ず
家
庭
か
ら

広毒患うえだ2.

川
れ
や
針
削
な
ど
.
家
胞
内
で
部
し
A
H

川
わ
札
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
・

-』市山

川
僚
会
を
利
問
し
て
、

h

父
泌
安
全
に
つ

酬
い
て
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
う
訓
内

側
慣
を
つ
け
て
ほ
し
ト
と
思
い
ま
す
.

川

・
話
し
合
い
の
信
帽
を

川
家
庭
に
は
、
交
通
手
段
の
述
う
家

川
族
が
同
居
し
て
い
ま
す
そ
れ
ぞ
れ

川
の
立
場
か
ら
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

州
話
し
合
い
、
学
び
A
u
-
ヲ
ニ
と
は
、
本

削
除
防
止
に
効
眠
不
的
で
あ
リ
大
切
な
ニ

川
と
で
す
.

川

叫

し

A
u
い
に
は
‘
決
ま
っ
た
形
は

川
ム
リ
ま
せ
ん
の
で
、
マ
・
鉱
肢
が
そ
ろ

川

っ
た
夕
食
時
、
マ
ド
ラ
イ
ブ
に
山
か

川
け
た
時
.
マ
子
ど
も
と
W
H

い
物
に
山

川
か
け
た
時
な
ど

l
lい
勺
で
も
、
ど

州
ニ
で
も
、
ど
れ
と
で
も
公
粍
に
M
M
し

川
A
H
い
ま
し
ょ
・

1

川

・
経
験
餓
な
ど
具
体
的
に

州
市
依
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

川
い
か
.
そ
札
に
は
、
マ
ヒ
ヤ
リ
と
し



川
た
叫
吋
の
体
験
談
、
マ
身
近
に
あ
る
危

州
険
な
場
所
、
マ
必
散
は
ど
の
よ
う
に

川

起
き
る
か
な
ど

l
!な
る
べ
く
具
体

川
的
な
例
を
出
し
て
話
し
合
う
と
効
川
市

川
が
あ
リ
ま
す
.

川
今
年
の
交
通
安
全
標
語

川

(

長

野

県

)

川
マ
広
げ
よ
う
あ
な
た
の
家
か
ら

川
交
通
安
全
:
・
一
般
向
け

川
マ
安
全
巡
伝
明
る
い
家
庭
に

「
お

附
帰
り
な
さ
い
」
・
:
巡
転
者
向
け

川
マ
わ
た

っ
た
ら
あ
い
さ
つ
し
よ
う

川
あ
リ
が
と
う
:
・
こ
ど
も
向
け

こ
の
ほ
ど
、
市
で
は
市
役
所

一
階

の
市
民
諜
ロ
ビ
ー
に
小
型
氾
光
表
示

板
を
設
前
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広

報
朋
と
し
て
、
市
、
県
か
ら
の
い
お
知
ら

せ
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

の
情
報
を
毎
日
流
す

も
の
で
、
訪
れ
た
市

民
に
も
好
一
討
で
す
。

市
民
課
な
ど
で
悶
を

起
す
問
、

ち
ょ

っ
と

待
つ
に
は
便
利
で
す

ね
。
山
役
所
へ
お
谷

り
の
際
は
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

泉町の上半i位地区では 1月1日、r;rt旦

おおTい」が行われました。これは、 10

数年前に復活させて以来、毎年続けてい

る行 9丸元旦の♀側、必下fで拳納した後、

半j也子7文会の会しi約15人が50戸余りある

地区内の家庭を図ってかきました。

目
を
引
き
ま
す
/

電
光
表
示
板
を
設
置

元旦に伝統の舞い議長
‘、;';'，
議
::<;; 
り?、.

議

議_. 
0ぐ
)~-$. 
11.' 

55 
捺

務
議
持母
也も，_

務
災‘
!~~ .. ~ 

諜
~:~ 

… -t浪、.

~~~' 
~~:~，' 

:.!:守

勢
。J与

司 酌 司

'_'，' -、d、内.

~<<:: 
械

設
E誌
;様
.、シ、一、、，
ぉ~~
日早

." ~~号、主
懇
:対
一元~;

2立与
、，.，
hλ4 

寺>f.
r令

守3b与
巷祭; 
3券診
没
… 
乎t.晶.
2止と宅芯記

~:~:~ 
t終
合ミ
3、，V•• 匂

お
ふ，
d誌
や:

旧
制
彩
。
わ
た
し
の
義
父
や
三
代
成
州

市
H
K
J
U
W
う
っ
て
い
ま
す
。

開
通
前
、
こ
の

一
部
は
、
人
家
や

側
、
あ
ぜ
遊
ば
か
り
。
う
ろ
覚
え
で

す
が
、
確
か
大
き
な
M

仰
の
本
が
あ

っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
道
路

改
修
に
と
も
な
い
、
人
家
を
移
転
し

て
で
き
た
の
が
こ
の
亦
校
町
。
山守山持

右
側
の
か
わ
ら
髭
械
は
朝
刊
花
も
残
る

わ
が
家
の
命
感
。
右
へ
折
れ
る
と
柳

町
側
め
山
先
に
泊
じ
ま
す
。
ち
な
み

に
、
そ
の
前
年
に
は
原
町
の
す
ず
ら

ん
泊
り
か
附
泊
し
て
い
ま
す
。
わ
た

し
の
家
で
は
、
攻
必
消
の
雌
治
業
を

営
ん
で
い
ま
す
が
、
戦
前
ま
で
は
み

1

そ
、
し
よ
う
ゆ
ら
巡
っ
て
い
ま
し
た
・

ω

提供者

岡崎千代さん

(76綴・柳町〕

企
当
時
と
し
て
は
け
つ
こ
う
広
い
通

り
だ
っ
た

‘
普
の
菌
影
が
残
る
現
在

F
4
T
 

昭和5年にできた

赤松町通り

4担>

道
路
改
修
で

人
家
を
移
転
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昭
和
五
年
卜
二
月
、
上
紺
出
町
と

木
町
を
結
ぶ
道
路
が
新
設
さ
れ
、
現

伐
の
い
体
総
町
が
で
き
ま
し
た
。
柳
川

通
り
の
間
側
に
平
行
し
て
走
る
こ
の

鴻
リ
は
、
抗
府
米
の
洋
式
兵
学
者

・
ぷ

松
小
三
郎
内
生
誕
地
に
ち
な
ん
で
つ

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
冗J

M

共
は
、
そ
の
と
き
の
開
通
式
の
記
念

広報うえ定2.



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

市
で
は
、
一
月
三
十
日
を
「
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
日
』
と
し
て
、
次
に
よ

り
開
館
し
ま
す
(
入
場
無
料
)@

マ
と
き
一
月
三
十

Bω
午
後
六

時
三
十
分
マ
と
こ
ろ
文
化
セ
ン

タ
ー
マ
内
容
①
山
聞
久
志
さ
ん

(
N
H
K
野
球
解
説
者

・
一
花
阪
急
プ

レ
l
ブ
ス
投
手
)
に
よ
る
「
我
が
野

球
人
生

l
ス
ラ
ン
プ
の
克
服
法
」
、

②
治
水
一
ぃ
兄
さ
ん
に
よ
る

「
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
め
食
事
マ
問
い
合
わ
せ

体
行
ぷ

(内
線
1
7
5
2
}

「
ガ
ん
予
防
展
」
を

開
催
し
ま
す

k
m市
・
県
成
人
病
予
防
協
会
な

ど
の
芝
山
川
で

「
が
ん
予
防
肢
』
を
闘

似
し
ま
す
。

マ
と
き

二
月
二
日
幽
か
ら
四
日

川
の
午
前
l
叫
1
午
後
六
時
・
日一
卜
分

マ
と
二
ろ

|
咽
m.内
山
臥
附
雌

m
v
内

容
①
ハ
ネ
ル
川
出
、
ビ
デ
オ
政
映
②

相
淡
コ
ー
ナ
ー
(
医
師
と
似
州
出
川
仰
に

よ
る
他
胤
相
談
、
食
生
前
.
乳

w
n

己
検
tm法
、
貧
血
検
査
)
マ
棟
籍
募

集

ρ

が
ん
征
圧
仰
に
附
す
る
む
の

で
、
詳
し
い
内
谷
は
「
広
報
う
え
だ
」

一
月
一
臼
号
の
十
六
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
補
助
者
を

募
集
し
ま
す

マ
業
務
内
容
予
防
出
慣
例
に
関
係

す
る
納
助
的
な
仏
市
V

V

資

裕

行

必
凶
ま
た
は
枇
行
線
舗
の
免
仰
が
あ

り
、
内
H

動
以
ま
た
は
バ
イ
ク
の
川
崎
転

が
で
き
て
、
山
叫
ル
代
・
糾
(阪
)院
な
ど
に

勤
務
し
て
い
な
い
問
十
五
ぷ

{平
成

二
年
三
月
三
十

一
日
現
伝
)
ま
で
の

よ

間

市

民

マ

人

員

若

干

名

マ

必
婆
.
類
①
申
込
舟
・
蹴
脱
出
怠
(
市

役
所
保
健
予
防
諜
に
あ
り
ま
す
)
②

肴
官
曜
日
剛
ま
た
は
准
看
漫
錨
の
免
併
狂

的
写
し
マ
申
込
方
法
二
月
五
日

間
ま
で
に
m
旅
館
予
防
諜
(
南
庁
舎
三

階
、
内
線
1
3
7
4
)

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
L

の
提
出

根・成
二
年
度
.
市
へ
物
日
聞
の
納
入

会
ぷ
切
さ
れ
る
か
た
は
、
「H
比
積
参
加

倣
」
か
必
要
と
な
リ
ま
す
の
で
、
次

に
よ
リ
拠
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

二
月
一
円
榊
か
ら

同
二
十
八
日
制
ま
で
マ
提
出
書
額

①
礼
般
参
加
制
②
営
業
縦
攻
湖
H
M

③
れ
染
料
朕
必
④
納
税
説
明
山

1
4

業
税
、
市
町
村
民
鋭
、
同
俗
資
級
制
悦

(剛
山
市
計
州
制
帆
を
含
む
}、
川
M
K
帥他山峨

保
険
倒
的
阪
本
科
二
泊
マ
そ
の
他

指
定
川
紙
は

一
日
か
・
句
作
財
ぷ
で

む
波
し
し
ま
す
・
マ
提
出
、
問
い
合

わ

せ

竹

川

泌

{市
役
所
本
山
川
合
三

階
、
内
線
1
2
6
4
‘

1
2
6
5
)

宅
地
、
住
宅
の

法
律
相
談
を
開
催

般
当
弁
護
士
が
鉱
山
料
で
相
談
に
の

り
ま
す
。
逗
話
で
予
約
を
・

マ
と
き
一
月
十
九
日
樹
、
二
月

十
六
日
樹
、
三
月
十
六
日
制
時
聞

は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
i
三

時

マ

と
こ
ろ
以
庁
七
階
屯
地
住
宅
相
ぷ

所

マ

問
い
合
わ
せ
以
斤
住
宅
泌

(8
0
2
6
2
@
G
I
-
-
内
線
2

8
7
7
)
 

山
鴨
川
悦
の
巾
ι

山
川
め
」
唱
一
川
十
六
日
憎
か
、
り

三
バ
ト
五
日
山
削
誌
で
行
い

I
・v・
川
相
叫
州
九
五
輪

は
、
い
ま
ま
で
本
げ
品
川
て
附
m
山
市
民
税
減
で

し
た
が
、
今
年
か
ら
は
市
以
会
飴
(
上
聞
城

帥
公
開
内
〕
で
す
の
で
、
い
ね
附
述
え
の
な
い

よ
・
ウ
お
願
い
し
ま
す
。

-
農
地
問
題
相
談
マ
と
き

2
月

1
日
関
午
前
8
降
初
分
1
午
後

5
時

マ
と
こ
ろ
農
業
委
只
会

-
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
〉

マ
と
き

2
n
9
8
樹
・
幻
自
幽
い

ず
れ
ら
午
後
1
時
却
分
1
3
時
却
分

マ
予
約
先
生
活
様
境
凍

(内
線
1

3
8
8
}
 

-
土
地
・
建
物
の
法
律
相
融
制
マ
と

き

2
H
8
日
附
午
後
1
時

1
4
附

マ
と
こ
ろ
西
庁
合
2
階

-
行
政
相
級

マ

と

き

2
H川
口
日

仰
午
前
日
時
1
午
後
3
時

マ

と

こ

ろ
上
聞
西
武

(
3
階

}

マ

内

容

行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
削
剥

-喝事E露磁調・

市県民税・・・・・・....................・・・・第4期

収税線(内線1304)

国民健康保険税・・・・・・…・・・・・・・…・・第7期

国保年金銀(内線1367)
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-納期限は 1月31日制です

広緩うえだ2.

2
月
の
相
談
日



市 支
記 制 F
愈 70L 
映周 ま
薗 年 す

の
ピ
デ
オ

市
制
ヒ
十
悶
庁
記
念
映
州
問

u

へ
の
舷
動
」
の
ピ
デ
才

(V
H
S
}

が
‘
ニ
の
は
ど
完
成
し
ま
し
た
・
谷

公
民
館
と
将
併
諜
『
市
役
所
三
階
}

で
お
貸
し
し
ま
す
.
ど
・
ヴ
ぞ
ご
利

m

，・i

、.

〈
え
さ
、

な
お
、
山
陀

m
mで
は
市
政
テ
レ
ビ

『
ふ
れ
あ
い
上
聞
」
の
ピ
デ
庁

(
八

作
品
む
ね
貸
し
し
ま
す
.

マ
問
い
合
わ
せ
絡
設
課

(内
線
1

1
1
2
)
 

司-"・司、c・p
池図知後ちゃん

(築地)

援~i官圏
三者誌議占フ

・i1immmh".
( 3歳児)

保健予防課

(内線1374)保健コーナー

長
野
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

技
能
構
習
会
を

開
催
し
ま
す

口
氏
刑
判
仏
能
川
允
セ
ン
タ
ー

戸h
k
u
r

市
計

m凹
)
で
は
、
-
け
か
・
ヴ
三
Hn

に
か
け
て
一
一
般
成
人
行
会
対
象
に
‘

技
能

A
門
会
を
仰
さ
ま
す
.

マ
鴎
習
日
一
川
・
=
・
川
の
・
1
w略

目

-puwu、
午
前
九
時
1
午
後
・九

時

マ

科

目
と
回
数

ハ
ソ
コ
ン
入

門
川
・
白
体
制
判
例
札
刑
判
川

・
ハ
ソ
コ

ン
尖
川
制

・
屯

f
川
路

ω
・
ハ
ソ
コ

ン
入
門
川

t
以
ヒ
附
“
削
。
レ
タ
リ

ン
グ
叩
・
機
械
ト
レ
ー
ス
1
以
上
三

日
間
・

m日明
C
A
0
・
一二
次
局
測
定

H

は
よ
問
・
令
九
社
術
山
・
ワ
ー
プ
ロ

ω

'
以
上
二
日
間
ワ
ー
プ
ロ

ωの
み

三
ト・
h
山
本
尚
マ
申
吋
泊
先
向
セ

ン
タ
ー

含
0
2
6
2
@
0
4
6
0
}

マ

そ

の

他

込
H
M
に
や
り
次
第
締
め

切
り
ま
す

身
障
者
ス
キ
ー
大
会
の

舎
加
者
を
募
集

を
持
つ
人

マ
内
容

大
同
&
銭
技

(
タ
イ
ム
レ
ー
ス
‘
山
中
凡
リ
タ
イ
ム
レ

ー

ス

マ

応
募
期
限

ニ
バ
五
日
仰

マ
応
募
先

山
川
似
品

{
内
線
1
6

0
3

マ
問
い
合
わ
せ
県
庁
防
持

制
祉
制
州

会
0
2
6
2
@
7
1
0
4
}

1
月
初
日
掛
は

文
ル
出
川
問
防
火
デ

i

マ
と
会守

向日付附

n
M
h
前
九
時

一十
分
か
ら
マ
と
ニ
ろ

飯
綱
引

H
川

原
ス
キ
l
場

K
野
市
}
マ
応
募
資

格
県
内
に
住
む
身
体
障
巾
一
u
若
手
帳

.2月の乳幼児健康彰査

受付時間 いすJlt.午後 1時-2 ".~o 

持ち物 lリ子総体 T'帳、パスタオル(4 ・10か月

児). (!Iifブ:;i;/( 1 ぷ6かJJ~c ).1，.説6か)]Ycti、

必、九ゃん N恥の'1'にある他l..Iii:告11'~，~I- JL!入して
i;.j1らくた 1い 3似児的世l!1;)H告1't:'，'Hi、機式

が:e.:Jョリましたので、At:まりに会場で記入して

、、ただき~す

t参

4 か月!尼

10か月!尽

l絹t6ヵ、月児

健

児• 3 

不
用
品
登
録
情
報

盟
問
ゆ
す
り
・
6
す

マ
ベ
ビ

l
べ
γ

ド

無

料

マ
鯉
の
は
り
ポ

l
ル

=
千
円

マ
犬
小
口
段
(
新
日
附
)
三
千
阿

マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
幻

・
5
・
}
千
円

マ
術
開
乾
燥
総
ム
千
円

マ
山
仏
市
(
加
、
〈
却
・
三
千
円

マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ト

(
飢
し
介
い

}

マ
ス
キ

l
靴

【

お

五

千

円

マ
ス
キ
l
ウ
ェ
ア
{
火
性
)
無
料

マ
ス
タ
ジ
ア
ム
ジ
f

ン
パ

l
(
小
中

学
生
用
)
無
料

マ
も
ち
つ
き
機
(
話
し
合
い
)

マ
楽
器
(
ピ
ア
ニ
カ
)
無
料

マ
崩
事
務
(
屯
笛
)
無
料

マ
三
給
市
小
{
大
)
二
千
円

V
Hリ
ス
叫
剛
山
地
抽
抑
制
帥

(話
し
合
い
)

繍
ゆ
す
っ
て
く
だ
さ
い

わ

V

ウ
1
4
T
A
ア
{子
ど
'
U
M
削
助
い
寸
}

V

7

7

コ
l
ト

マ

ぶ

ら

ん

こ

マ

七
五
三
帆
刷
物

{
七
歳
附
)
マ
従
H
A

ミ

シ

ン

マ

M
除
織
マ
屯
公
こ
た

つ
マ
バ
イ
ク
マ
泌
風
ヒ
ー
タ
ー

マ
セ
ミ
タ
ブ
ル
ベ

ッ
ド
マ
術
館
明
帆

マ
本
棚

V
ワ
ー
プ
ロ
マ
大
正
明
?

円

v
一大
体
別
泌
鈍
マ
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

マ
ス
ケ
ー
ト
靴
マ
ス
キ

i
靴

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
保

{内

1
a
句・・

線

1
3
9
0
)

H 広揮うえt:!2.1. 16 



昨年の出火原因

トップは

天ぷらなべ

お母さん気を付けて

~ あなたの国民年金~

経ラ
国民年金額が改正に

Mm
凶
別
に
み
る
と
、
上
位
か
-
U
コ

ン
ロ
、
政
火
、
ス
ト
ー
ブ
、
た
き
火

の
附
と
令

っ
て
い
ま
す
・

コ
ン
ロ
か

ら
の
出
火
脱
出
は
、
日
へ
ぷ
ら
な
べ
か

ら
の
出
火
が
附
件
も
あ
り
ま
し
た
・

ニ
れ
は
‘
術
的
制
帽
此
が
ヒ
が
る
ま
で
.

仲
績
を
し
て
い
た
.
川
ぶ

ι一
げ
勺
て

い
た
リ
.
コ
ン
ロ
の
火
金
摘
し
忘
れ

た
も
の
で
す
・

-火
ぷ
ら
を
ぬ
げ
る
時

は
、
紋
後
ま
で
そ
の
場
合
雌
れ
ず
、

火
金
柳
川
し
た
こ
と
を
陥
叫
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
・

;I~ t氏j(;llq交の閏民年金書r.が. 1i:!J~4 H 1日にさ

かのぼ弓て、次のとお・リ引t'1:げられます. 7I:年

度!卓、 5~1こ-1.交の財政jIJ'U1.矧Iニ当たる年であ

リ、実目的な給与改将がなさiLlました.

なお、新年金書(11:12 J) 15111ニ;ぷtl.われますが、

この 2J)支払いには J己!ll4Jl j.'Uあの改定猿額が含

ま.tt~ -1-• 

ス
ト
ー
ブ
に
も
注
意
を

平成元年度国民年金額

組 鎖 ~ 額 月 緩
「 F 

10 年年金 404，600門 33，717円

5 年年金 344，400 28，700 

障 害 年 金 (1 級} 832，500 69，375 

1/ ( 2級) 666，000 55，500 

母子年金(子 1人) 858，000 71，印。

埼苦隊基礎年金 666，000円 55，500円

陣容基礎年金(1級) 832，500 69，375 

1/ ( 2級) 666，000 55，500 

遺銭基E定年金(子 1人} 858，000 71，500 

{老齢福祉年金〕

金額支 給 340，800内 28，400円

一節支給停止 293.400 24，450 
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国保税

。みんなの健康

ささえてる

納税はお平目に

国保年金授(内統1367)

(12] 
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